
　
行
田
市
民
大
学
同
窓
会
定
期
総

会
が
２
０
２
５
年
６
月
１
２
日

（
木
）
に
行
田
市
総
合
体
育
館
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
研
修
室
で
開
催

さ
れ
た
。

　
出
席
者
１
２
３
名
、
委
任
状
６

８
名
の
合
計
１
９
１
名
で
総
会
員

数
２
２
０
名
の
過
半
数
で
成
立
。

　
行
田
の
遺
跡
の
概
要
、
市
内
各

地
の
遺
跡
の
概
要
、
遺
跡
と
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
行
田
市
教
育
委
員

会
文
化
財
保
護
課
中
島
洋
一
様
を

講
師
に
迎
え
て
講
演
い
た
だ
い

た
。

　
行
田
市
内
に
は
１
９
５
か
所
の

遺
跡
が
あ
る
。
各
地
区
の
主
な
遺

跡
の
紹
介
が
あ
り
、
近
年
の
発
掘

調
査
等
で
旧
忍
川
の
流
路
部
分
に

は
か
つ
て
浅
い
窪
地
が
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
が
埋
ま
っ

た
後
に
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
こ
と

が
判
明
し
、
長
野
地
区
の
白
山
古

墳
群
は
埼
玉
古
墳
群
の
一
部
で
あ

る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

　
講
師
中
島
洋
一
様
は
「
遺
跡
は

大
地
の
生
き
証
人
、
埋
蔵
文
化
財

は
し
っ
か
り
調
査
し
て
記
録
に
残

す
こ
と
」
と
結
ん
だ
。

安住一生様

来賓の今村武蔵行
田市民大学理事長

定期総会風景

挨拶する永島宏
章同窓会会長

　
永
島
宏
章
同
窓
会
会
長
の
挨
拶

に
引
き
続
き
来
賓
の
今
村
武
蔵
行

田
市
民
大
学
理
事
長
か
ら
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　
永
島
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ

２
０
２
４
年
度
の
活
動
報
告
、
収

支
決
算
書
報
告
、
監
査
報
告
に
続

い
て
２
０
２
５
年
度
の
役
員
の
変

更
と
組
織
図
（
案
）
、
活
動
計
画

（
案
）
、
収
支
予
算
書
（
案
）
の

諸
議
案
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
、
出
席
者
の
円
滑
な
議
事
運
営

の
協
力
が
あ
り
無
事
終
了
し
た
。講師の中島洋一様

　
２
０
２
５
年
７
月
２
９
日
（
火
）

夏
恒
例
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
安

住
一
生
様
を
迎
え
て
「
歌
声
喫
茶
」

が
忍
・
行
田
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
「
な
ご
り
雪
」
で
開

演
、
み
ん
な
で
歌
お
う
コ
ー
ナ
ー

で
は
歌
詞
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

「
若
者
た
ち
」
な
ど
を
合
唱
。
曲

の
間
に
ギ
タ
ー
は
中
学
時
代
に
始

め
退
職
後
バ
ン
ド
結
成
、
北
海
道

一
人
旅
等
を
軽
妙
な
語
り
口
で
披

露
、
思
い
出
深
く
懐
か
し
い
１
３

曲
で
例
年
に
な
い
酷
暑
を
忘
れ
る

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　
運
動
と
認
知
課
題
（
頭
の
体
操
）

を
同
時
に
行
う
講
座
で
し
た
。

　
秋
の
空
、
本
殿
拝
殿
に
下
る
階

段
９
６
段
を
数
え
て
参
拝
、
こ
し

ね
汁
付
き
昼
食
、
周
辺
の
山
々
を

借
景
に
紅
葉
の
始
ま
る
大
名
庭
園

の
散
策
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。一之宮貫前神社総門前にて


